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会
の
運
営
は
、
会
員
の
方
々
と
学
科

の
ご
協
力
を
得
て
予
算
の
問
題
を
除
き

順
調
で
あ
り
ま
す
。
真
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
こ
で
今
後
の
活
動
の
円
滑
を
計
る

た
め
ま
た
、
テ
ー
マ
と
し
て
現
在
次
の

様
な
事
柄
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
賛
助
会
員
の
募
集

二
、
地
方
支
部
役
員
の
募
集

三
、
理
事
、
役
員
の
増
員
。
役
割
の

見
直
し

四
、
学
科
へ
の
貢
献

こ
れ
ら
の
案
件
は
、
会
の
充
実
と
発

展
性
の
あ
る
土
台
づ
く
り
を
す
る
た
め

慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

何
故
な
ら
ば
、
会
の
毎
年
実
行
す
る
事

業
は
次
の
様
に
あ
り
ま
す
。
年
二
回
発

行
の
会
報
編
集
、
新
入
生
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
、
学
科
研
究
室

の
研
究
内
容
等
の
調
査
、
学
科
と
の
懇

談
会
（
本
年
第
一
回
を
開
催
）
11
月
３

日
の
卒
業
生
懇
談
会
、
新
卒
業
生
へ
の

対
応
（
謝
恩
会
参
加
、「
卒
業
生
の
し
お

り
」
編
集
発
行
）
約
八
○
○
○
名
会
員

の
会
費
管
理
、
名
簿
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

イ
ン
プ
ッ
ト
、
そ
の
他
そ
の
都
度
発
生

す
る
事
柄
等
々
で
す
。
こ
れ
ら
を
充
実

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
定
形
的

作
業
以
外
に
一
、
二
、
に
あ
げ
た
賛
助

会
員
の
件
、
地
方
支
部
の
件
は
非
常
に

負
担
が
大
き
く
、
会
の
現
在
の
力
量
で

は
無
理
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
逆
に
こ
の
案
件
を
克
服
す
る

こ
と
が
、
理
想
と
す
る
会
の
運
営
に
近

づ
く
の
で
あ
っ
て
、
放
置
す
る
こ
と
の

方
が
会
の
本
来
の
目
的
を
遂
行
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
積
極
的
方
針
を
選
択
し
た
の
で
す
。

賛
助
会
員
の
募
集
は
、
本
学
に
関
係

す
る
卒
業
生
で
一
定
の
力
を
社
会
的
に

得
て
本
会
に
参
加
可
能
な
個
人
ま
た
は

会
社
関
係
者
に
会
員
と
な
っ
て
頂
き
安

定
し
た
資
金
、
広
告
掲
載
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
地
方
支
部
役
員
募
集
は
、
各
都

道
府
県
で
積
極
的
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
の
あ
る
方
）
に
会
に
参
加
で
き
る
人

材
を
広
く
求
め
、
と
も
す
れ
ば
東
京
中

心
に
な
り
が
ち
の
行
事
を
、
地
方
レ
ベ

ル
で
実
行
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
布
石

で
も
あ
り
ま
す
。
全
員
参
加
可
能
へ
の

将
来
の
展
望
を
開
く
も
の
で
す
。

そ
の
た
め

三
、
に
あ
げ
た
理
事
役
員

の
増
員
と
業
務
分
掌
規
定
の
見
直
し
を
行

い
、
定
形
化
さ
れ
た
事
業
を
よ
り
専
門
的

に
し
、
一
方
で
は
新
し
い
企
画
に
対
す
る

担
当
者
を
専
任
と
し
て
、
力
強
く
活
動
す

る
形
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

学
科
へ
の
貢
献
は
、
本
会
の
目
的
の

一
つ
で
も
あ
り
以
前
か
ら
検
討
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
い
く
つ
か
の

意
見
の
中
か
ら
機
友
会
の
総
意
と
し
て
、

会
か
ら
学
科
を
通
じ
て
研
究
費
を
ご
援

助
申
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
一
研
究
室
へ
五
万
円
と
し
て
二

研
究
室
十
万
円
で
あ
り
ま
す
。
会
費
の

使
途
等
は
す
べ
て
学
科
に
お
ま
か
せ
し
ま

す
。
さ
さ
や
か
な
ス
タ
ー
ト
で
す
が
ど
う

ぞ
ご
了
承
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
学
科
の
人
事
も
大
き
く
動
き
ま

し
た
。
康
井
義
明
教
授
は
、
主
任
教
授

を
ご
兼
任
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
四
月

か
ら
は
副
工
学
部
長
専
任
と
な
ら
れ
、

工
学
部
全
体
の
運
営
の
責
任
者
と
し
て

全
学
の
発
展
の
為
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
会
員
と
し
ま

し
て
は
、
先
生
の
ご
栄
與
を
心
か
ら
称

え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
主
任
教
授
に
林
守
仁
先

生
（
第
二
工
兼
任
）
副
主
任
教
授
に
粕

谷
平
和
先
生
第
二
工
副
主
任
教
授
に
石

橋
一
久
先
生
（
新
任
）
が
就
任
さ
れ
、

大
学
院
主
任
教
授
佐
野
妙
子
先
生
は
留

任
で
あ
り
ま
す
。
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
健
康
に
て
ご
重
責
を
果
さ

れ
る
こ
と
を
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

過
日
第
一
回
学
科
・
機
友
会
懇
談
会

に
お
き
ま
し
て
、
各
先
生
方
の
お
考
え

を
拝
聴
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
の

席
上
本
学
の
新
し
い
方
針
と
考
え
方
を

ご
説
明
い
た
だ
き
、
ゆ
る
ぎ
な
い
本
学

へ
の
或
い
は
学
科
へ
の
情
熱
を
感
じ
、

あ
ら
た
め
て
ご
信
頼
を
寄
せ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

ま
た
機
友
会
に
対
し
、
先
生
方
は
、
継

続
的
に
こ
れ
か
ら
も
会
を
充
実
さ
せ
る
よ

う
希
望
さ
れ
学
科
同
窓
会
の
中
で
最
高
ク

ラ
ス
の
活
動
を
し
て
い
る
と
の
お
誉
め
の

お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

機
友
会
役
員
一
同
こ
れ
か
ら
も
力
を

合
せ
て
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
か
宜
敷
く

ご
支
援
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
報

告
と
さ
せ
て
頂
ま
す
。

機
友
会
の
今
後
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

機
友
会
会
長
　
河
西
正
彦

康康康康
井井井井
教教教教
授授授授
、、、、
副副副副
工工工工
学学学学
部部部部
長長長長

専専専専
任任任任
とととと
なななな
らららら
れれれれ
るるるる

このしおりは皆様から納められた会費で作成しております
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﹇
場
　
所
﹈
東
海
大
学
校
友
会
館
（
霞
が

関
ビ
ル
33
階
）

（
司
会
）
本
日
は
、
ご
出
席
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
学
科
同
窓
会
で
あ
り
ま
す

機
友
会
も
昭
和
56
年
11
月
に
発
足
い
た
し

ま
し
て
、
13
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
学
科

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と

し
て
、
初
め
て
先
生
方
を
お
招
き
し
て

打
合
せ
会
議
を
開
催
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
機
友
会
会
長
の
河
西

正
彦
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
し
ま
す
。

（
河
西
会
長
）
機
友
会
活
動
も
13
年
を
数

え
、
会
報
新
聞
・
名
簿
の
発
行
の
他
運

営
も
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、
活

動
内
容
も
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
の
ご

尽
力
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
司
会
）
こ
の
打
合
せ
会
議
は
、
こ
れ
か

ら
も
毎
年
継
続
し

て
開
催
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
東
海
大

学
の
近
況
、
大
学

の
教
育
方
針
と
い

う
テ
ー
マ
で
康
井

先
生
に
お
話
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
康
井
　
副
工
学
部

長
）
本
日
は
、
お

招
き
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
さ

て
、
今
大
学
は
、

東
海
大
学
に
限
ら

ず
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
思
い
ま
す
。

現
場
サ
イ
ド
か
ら
見
て
も
、
最
近
の
新

聞
紙
上
か
ら
も
、
大
学
は
冬
の
時
代
に

入
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
学
生
の
数
は
激

減
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私

共
私
大
は
国
公
立
大
に
比
べ
て
圧
倒
的

な
数
を
有
し
、
社
会
も
私
大
の
卒
業
生

が
動
か
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
東
海
大
学
は
、
学
生
数
も
多

く
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
一
貫
教
育
が

出
来
得
る
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

50
数
年
と
い
う
若
い
大
学
で
あ
り
ま
す

が
、
世
間
か
ら
注
目
さ
れ
る
学
校
と
な

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
針
と
し
て
は
、
大
学
の
教

育
内
容
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
学
に

魅
力
が
無
い
と
学
生
は
集
ま
ら
な
い
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
我
々
と
し
て
は
、
真

剣
に
検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

幸
い
に
も
、
東
海
大
学
は
、
国
際
交

流
が
盛
ん
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
知

名
度
が
高
い
大
学
で
あ
り
ま
す
が
、

40
％
は
理
工
系
の
学
生
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
技
術
に
関
す
る
方
面
で
学
生
が
ど

う
活
躍
し
て
い
く
か
が
、
私
達
の
課
題

で
あ
り
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

大
学
冬
の
時
代
に
加
え
、
学
生
の
理

工
系
離
れ
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
今
、
東
海
大
学
建
学
の
理
念
か

ら
考
え
て
も
、
工
学
部
の
動
向
に
よ
っ

て
東
海
大
学
の
今
後
が
決
ま
る
と
考
え

て
も
、
大
袈
裟
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導

入
し
て
２
年
に
な
り
ま
す
が
、
２，

３

年
後
に
は
、
も
っ
と
新
し
い
方
法
の
導

入
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
各
先
生
に
は
、

国
公
立
と
違
っ
て
大
変
な
ご
苦
労
を
お

掛
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
魅
力
あ
る
教
育

課
程
に
向
か
っ
て
邁

進
し
て
い
る
現
状
で

あ
り
ま
す
。

（
司
会
）
大
変
重
要
な

方
針
・
方
向
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
共
機
友

会
も
、
一
助
に
な
る

よ
う
活
動
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

林
先
生
に
は
、
動

力
機
械
工
学
科
と
し

て
の
目
標
と
狙
い
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話

戴
け
ま
す
で
し
ょ
う

か
。

（
林
　
主
任
教
授
）
二

つ
の
学
科
の
主
任
教

授
と
な
り
ま
し
て
、

重
責
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
と
は
本
来
、
知
的
創
造
活
動
の

中
心
で
あ
り
、
文
化
の
牽
引
を
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
中
心
に
な
る

の
は
人
、
特
に
教
員
が
中
心
で
あ
る
と

の
立
場
で
考
え
ま
す
と
、
教
員
が
そ
の

使
命
に
燃
え
て
い
る
こ
と
が
、
知
的
活

動
を
活
性
化
さ
せ
大
学
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

動
力
機
械
工
学
科
お
よ
び
第
二
工
機

械
工
学
科
の
目
標
は
、
や
は
り
知
的
創

造
活
動
の
活
性
化
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
魅
力
あ
る
学
生
、
実
力
あ
る

学
生
を
輩
出
し
、
そ
れ
が
社
会
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
司
会
）
知
的
創
造
活
動
の
活
性
化
は
、

社
会
の
要
請
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
学
生
に
対
す
る
対
応
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
学
科
か
ら
機
友
会
に
対
し
て

ご
希
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
康
井
　
副
工
学
部
長
）

既
に
い
ろ
い
ろ
と
恩
恵
を

受
け
て
お
り
ま
す
が
、
他

学
科
の
同
窓
会
活
動
と
比

較
し
ま
し
て
も
、
か
な
り

ご
助
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
将
来
の
担
い
手
で

あ
る
学
生
を
援
助
す
る
と

い
う
基
本
理
念
で
学
科
と

協
力
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
司
会
）
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
他
に
、
質
問

等
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
平
井
　
事
務
局
長
）
卒

業
生
に
連
絡
を
必
要
と
す

る
場
合
が
度
々
見
受
け
ら

れ
、
正
確
な
卒
業
名
簿
は

無
い
の
か
と
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
の
で
す
が
、
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

（
小
杉
　
事
業
部
長
）
現
在
会
員
数
が
八

○
○
○
名
を
超
え
、
約
20
％
が
現
住
所

未
確
認
の
状
況
に
あ
り
デ
ー
タ
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
デ
ー
タ
の
一
元
化
を
し
て

確
度
の
高
い
名
簿
管
理
に
す
べ
く
作
業

を
す
す
め
て
お
り
、
来
年
３
月
頃
に
第

一
段
階
の
成
果
を
出
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
司
会
）
今
回
は
、
第
一
回
の
打
合
せ
会

議
に
相
応
し
く
、
貴
重
な
ご
意
見
等
が

た
く
さ
ん
戴
け
ま
し
た
。
機
友
会
も
学

科
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
記
念
写
真

の
撮
影
を
行
い
ま
し
て
本
日
の
打
合
せ

会
議
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

動
力
機
械
工
学
科
・
第
二
工
機
械
工
学
科
と
懇
親
会

第１回
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さ
る
四
月
二
十
九
日
東
海
大
学
校
友
会

館
に
て
、
材
料
力
学
研
究
室
設
立
二
十

五
年
を
祝
う
記
念
行
事
が
Ｏ
Ｂ
約
百
五
十

名
の
参
加
の
も
と
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
後
藤
研
を
一
つ
の
幹
と

し
て
、
大
学
内
に
お
い
て
も
、
多
方
面

に
成
長
し
、
大
勝
研
、
橋
本
研
、
康
井

研
、
國
本
研
、
粕
谷
研
、
森
山
研
と
数

多
く
の
枝
ぶ
り
が
見
ら
れ
る
樹
に
な
っ

た
材
料
力
学
研
究
室
が
設
立
二
十
五
年
、

つ
ま
り
四
分
の
一
世
紀
を
迎
え
る
事
を

一
つ
の
節
目
と
し
、
記
念
行
事
を
開
催

す
る
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
研
究
室
Ｏ
Ｂ
、
大
学
教
職
員
、

現
役
大
学
院
生
と
学
生
か
ら
成
る
記
念

行
事
準
備
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
私
も

こ
の
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

約
一
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
併
せ
て
記
念
誌
も
発

行
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
康
井
先
生
よ
り
東
海

大
学
の
発
展
と
共
に
歩
ん
で
き
た
、
機

械
工
学
科
・
動
力
機
械
工
学
科
の
歴
史
、

ま
た
現
在
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
の
教
育
研
究
内
容
の
報
告
お
よ
び
将

来
の
大
学
教
育
に
つ
い
て
の
動
向
な
ど

の
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
記
念
パ
ー
テ
ィ

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
パ
ー
テ
ィ
で

は
、
東
海
大
学
理
事
・
東
海
大
学
短
期
大

学
部
学
長
萩
先
生
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き
、
ま
た
各
卒

業
年
度
ご
と
の
方
々
か
ら
近
況
や
卒
研
時

代
の
思
い
出
な
ど
を
報
告
し
て
い
た
だ
く

な
ど
終
始
な
ご
や
か
な
歓
談
の
う
ち
に
無

事
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
記
念
行
事
を
通
じ
て
感

じ
た
事
は
、
社
会
人
と
な
ら
れ
た
Ｏ
Ｂ

の
方
々
の
業
務
内
容
は
多
種
多
様
で
広

い
範
囲
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
だ
け
広
が
っ
た

材
力
研
の
大
学
内
外
の
人
材
に
よ
る

縦
・
横
の
情
報
交
換
の
シ
ス
テ
ム
が
で

き
れ
ば
、
ま
た
新
し
い
今
よ
り
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
上
の
展
望
が
開
け
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
ま
で
の
二
十
五
年

は
、
材
料
研
の
創
世
期
、
発
展
期
で
あ

小
保
方
富
夫
、
川
田
伸
也
、
山
崎
洋
至
、

都
郷
隆
、
三
澤
信
彦
、
相
川
慎
一
、
菅

谷
健
、
大
森
昌
一
、
篠
原
正
美
、
小
野

寺
卓
己
、
深
沢
隆
仁
、
仲
尾
益
幸
、
藤

間
恵
一
、
伊
藤
幸
範
、
戸
村
正
夫
、
岸

修
、
大
浦
勝
也
、
小
幡
玄
郎
、
保
倉
静

太
郎
、
山
名
昭
義
、
菅
原
良
吉
、
米
森

孝
典
、
米
森
弘
行
、
泉
雅
人
、
鳴
海
信

成
、
宗
村
昌
幸
、
廣
原
正
康
、
坂
本
敬

一
、
西
岡
司
、
鴨
田
文
雄
、
江
口
将
人
、

尾
川
彰
、
小
泉
敏
美
、
櫻
井
信
裕
、
佐

野
禎
彦
、
志
村
文
規
、
杉
山
浩
基
、
仲

山
安
寿
、
野
路
武
史
、
花
輪
博
行
、
福

島
有
悟
、
松
井
俊
光
、
溝
上
信
行
、
村

上
淳
、
渡
邊
嘉
和
、
張
ケ
谷
秀
隆
、
長

嶋
正
幸
、
石
田
大
成
、
漆
原
英
隆
、
大

塚
知
之
、
小
木
原
吉
紀
、
川
嶋
竜
雄
、

五
味
和
弘
、
塩
野
谷
英
則
、
鈴
木
崇
、

高
澤
典
夫
、
長
井
寛
智
、
野
波
幸
伸
、

早
川
圭
一
、
平
山
光
昭
、
福
田
隆
、
星

川
典
由
、
松
尾
尚
典
、
峰
直
人
、
望
月

義
貴
、
山
崎
敏
行
、
中
島
雄
二
、
荻
野

哲
、
安
里
光
晴
、
石
山
裕
介
、
井
上
雅

之
、
岡
穣
次
、
奥
博
司
、
貝
原
英
樹
、

小
松
広
明
、
權
守
光
、
下
屋
敷
匠
、
鈴

木
雅
史
、
飛
沢
重
幸
、
中
田
正
樹
、
長

沢
隆
大
、
平
脇
聡
志
、
宮
川
主
弘
、
森

知
之
、
山
田
喜
信
、
涌
嶋
一
幸
、
和
田

光
司
、
阿
部
孝
博
、
奥
角
健
二
、
風
間

英
樹
、
河
合
和
啓
、
神
田
三
起
夫
、
草

場
栄
至
、
黒
河
内
勇
人
、
小
林
俊
文
、

子
安
秀
樹
、
清
水
淳
史
、
関
信
浩
、
高

田
秀
一
、
戸
部
亘
、
中
野
一
宏
、
長
島

章
夫
、
橋
本
俊
二
、
東
嶋
克
樹
、
藤
盛

眞
、
堀
切
進
、
松
本
行
央
、
宮
崎
史
隆
、

矢
島
宏
光
、
山
本
芳
直
、
和
光
正
仁
、

和
田
創
、
福
澤
弘
剛
、
安
部
勉
、
大
崎

正
道
、
岡
田
拓
志
、
菊
池
孝
幸
、
黒
野

祐
平
、
小
山
哲
義
、
清
水
俊
介
、
関
善

之
、
高
月
宏
樹
、
中
尾
新
一
郎
、
青
山

淳
、
永
田
慶
太
、
仁
藤
啓
介
、
橋
本
泰

岳
、
深
沢
政
道
、
丸
山
貴
和
、
宮
澤
英

樹
、
安
野
豪
右
、
渡
辺
輝
也
、
稲
村
幸

久
、
桜
田
忠
臣
、
杢
谷
昌
孝
、
池
田
靖

弘
、
太
田
純
、
岡
本
一
利
、
片
山
幹
、

川
口
寛
人
、
菊
地
原
裕
、
郷
原
博
幸
、

歳
桃
庸
男
、
佐
藤
方
哉
、
清
水
俊
介
、

曽
我
隆
之
、
高
橋
幸
成
、
田
代
秀
樹
、

坪
信
也
、
中
川
賢
一
、
中
村
広
樹
、
西

川
慎
一
郎
、
根
本
天
生
、
船
津
友
規
、

前
川
建
、
三
好
賢
太
郎
、
山
崎
祐
輔
、

外
木
慎
之
、
相
川
敏
幸
、
新
谷
慎
太
郎
、

飯
田
伸
也
、
井
口
智
之
、
市
川
和
幸
、

井
上
久
、
江
口
篤
史
、
大
崎
達
矢
、
大

西
勉
、
加
藤
克
紀
、
加
藤
恵
一
、
加
藤

好
一
、
金
井
正
義
、
川
島
栄
史
、
川
手

博
樹
、
栗
原
収
、
黒
沼
敬
之
、
小
林
雄

一
、
菰
口
幹
生
、
佐
々
木
光
仁
、
佐
藤

明
彦
、
佐
藤
一
王
、
佐
藤
礼
尚
、
渋
江

雅
夫
、
鈴
木
康
之
、
鈴
木
雄
平
、
清
野

貴
亮
、
田
口
克
彦
、
鶴
田
保
世
、
伴
野

良
憲
、
人
見
大
輔
、
藤
江
雄
二
、
細
井

正
昭
、
松
原
光
宏
、
宮
脇
勝
也
、
山
崎

一
男
、
湯
本
明
生
、
吉
野
昇
、
松
本
章
、

坂
口
貴
司
、
八
尋
洋
光
、

材材材材
料料料料
力力力力
学学学学
研研研研
究究究究
室室室室

設設設設
立立立立
二二二二
十十十十
五五五五
周周周周
年年年年
記記記記
念念念念
行行行行
事事事事
開開開開
催催催催

機
友
会
会
費
納
入
者

り
、
今
後
は
我
々
の
伝
統
を
育
て
て
い

く
時
期
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
ま
す
ま
す
社
会
人
Ｏ
Ｂ
、
大
学

人
、
学
生
と
の
交
流
、
情
報
交
換
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

人
脈
の
和
が
社
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
、
最

高
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
こ
の
記
念
行

事
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。安部元博　1975年度卒



●東海大学機友会会報　第17号● 1995年（平成7年）11月3日 4

二
十
一
世
紀
の
足
音
が
間
近
に
迫
っ

て
お
り
ま
す
。
国
内
外
の
情
勢
を
眺
め

ま
す
と
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
今

迄
築
き
上
げ
ら
れ
た
構
造
が
流
動
的
様

相
を
呈
し
、
社
会
は
変
動
し
続
け
て
お

り
ま
す
。
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳

し
く
、
入
学
適
齢
人
口
が
減
り
は
じ
め
、

こ
れ
か
ら
大
学
冬
の
時
代
と
云
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
、
経
済
は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、

数
年
前
か
ら
国
内
の
景
気
は
低
迷
し
、

大
卒
者
の
就
職
難
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
大
学
が
新
世
紀

に
向
か
っ
て
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

に
は
、
さ
ら
に
意
欲
旺
盛
な
学
生
を
獲

得
し
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
質
の
高

い
人
材
を
多
く
育
て
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
大
学
は
そ
の
使
命
を

は
た
す
べ
く
、
如
何
に
し
て
研
究
、
教

育
、
学
生
進
路
指
導
（
就
職
）
を
魅
力

あ
る
も
の
に
し
て
行
く
か
が
中
心
課
題
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
取
り
巻
く
中
、

大
学
改
革
も
着
々
と
進
め
ら
れ
、
半
期

制
に
し
た
動
力
機
械
工
学
科
の
新
し
い

30
生
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
自
動
車
・
航

空
機
・
船
舶
等
の
輸
送
用
機
器
の
開
発
、

設
計
、
生
産
に
従
事
し
た
い
学
生
に
、

今
後
如
何
な
る
経
済
環
境
に
お
い
て
も
、

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
、
時
代
を
リ
ー

ド
し
て
い
け
る
、
幅
広
い
知
識
を
持
っ

た
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
文
明
論
を
中
心
と
し

た
一
般
教
育
科
目
を
身
に
付
け
な
が
ら
、

機
械
工
学
の
基
礎
原
理
を
十
分
理
解
さ

せ
た
上
、
動
力
機
械
に
関
係
し
た
応
用

工
学
を
修
得
さ
せ
、
最
新
の
機
械
技
術

お
よ
び
機
械
工
学
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
科

目
も
履
修
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

コ
ー
ス
と
し
て
は
デ
ザ
イ
ン
と
ベ
ー
シ
ッ

ク
の
２
つ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
第
二
工
学

部
機
械
工
学
科
に
お
い
て
は
、
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
重
視
し
、
資
格
の
取

得
も
可
能
で
、
理
論
と
実
践
を
両
立
さ

せ
た
、
少
人
数
ク
ラ
ス
編
成
に
よ
る
少

数
精
鋭
教
育
な
ど
を
柱
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
現
在
３

年
生
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
学
年
制
廃
止
と
と
も
に

春
秋
入
学
の
で
き
る
国
際
化
に
対
応
し

た
、
履
修
科
目
の
自
由
化
に
よ
り
多
様

化
人
材
の
受
け
入
れ
と
育
成
を
可
能
に

し
た
新
し
い
セ
メ
ス
タ
ー
制
を
取
り
入

れ
た
70
生
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
完
成
す
べ

く
、
全
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
日

夜
鋭
意
そ
の
対
策
を
練
り
上
げ
よ
う
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

上
述
の
よ
う
に
、
時
代
を
先
取
り
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
次
世
代
を

リ
ー
ド
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
械
技
術

者
を
養
成
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
教

育
効
果
の
向
上
と
授
業
の
改
善
を
は
か

る
こ
と
で
、
教
育
は
授
業
前
に
ま
ず
シ

ラ
バ
ス
（
授
業
計
画
書
）
を
学
生
に
公
表

し
、
学
期
末
に
は
学
生
に
よ
る
授
業
の
評

価
を
行
う
制
度
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。ま

た
大
学
は
こ
の
数
年
来
「
量
か
ら

質
へ
」
と
転
換
を
は
か
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
広
大
な
四
季
折
々
の
美
し
さ
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

本
学
科
の
研
究
室
・
実
験
室
を
も
含
め

て
、
最
近
は
立
派
な
高
層
の
建
物
が

次
々
と
整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

高
額
な
資
金
の
投
入
に
よ
る
教
育
お
よ

び
研
究
設
備
の
充
実
も
は
か
ら
れ
、
本

学
科
も
大
分
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

各
分
野
の
研
究
室
に
は
高
価
な
装
置
が

導
入
さ
れ
、
時
代
に
即
し
た
最
先
端
の

研
究
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
最
近
は
新
し
い
エ
ン

ジ
ン
実
験
設
備
が
整
い
、
火
入
れ
式
が

執
り
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
大
学
の

大
衆
化
が
進
み
、
一
部
自
ら
大
学
の
レ

ベ
ル
を
下
げ
る
気
配
を
示
し
て
お
り
ま

す
が
、
他
の
大
学
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

本
学
は
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
大
学
の

大
学
た
る
質
を
保
ち
、
で
き
れ
ば
さ
ら

に
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
間
違
っ
て
も

研
究
を
格
下
げ
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
学
科
の
研
究

雰
囲
気
造
り
に
さ
ら
に
心
血
を
注
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
痛
感
い
た
し
ま
す
。

地
球
も
小
さ
く
な
り
、
国
際
化
の
潮

流
に
、
本
学
科
も
毎
年
多
く
の
教
員
が

国
際
協
力
お
よ
び
研
究
発
表
な
ど
で
欧

米
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
諸
外
国
へ
渡
り
、

文
化
交
流
を
盛
ん
に
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
の
春
、
夏
期
を
利
用
し
た
特
に
語

学
研
修
の
た
め
の
短
期
留
学
は
こ
こ
数

年
毎
年
数
名
で
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

中
国
、
台
湾
、
タ
イ
な
ど
の
留
学
生

（
大
学
院
生
）
お
よ
び
大
学
間
交
流
に
よ

る
短
期
滞
在
研
究
員
な
ど
学
科
に
籍
を

お
く
も
の
は
今
年
も
数
名
お
り
ま
す
。

学
科
に
お
い
て
も
う
一
つ
大
事
な
こ

と
は
、
卒
業
生
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
機
友
会

に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
り
ま
し
て
、
機

友
会
に
は
学
科
の
研
究
・
教
育
・
就
職
、

あ
る
い
は
卒
業
生
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に

も
日
頃
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
新
入
生
研
修
会
に
お

い
て
も
、
最
近
恒
例
に
な
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ

か
ら
の
新
入
生
へ
の
激
励
は
学
生
の
感
想

文
に
は
非
常
な
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

社
会
に
お
け
る
学
科
卒
業
生
に
対
す

る
評
価
は
、
就
職
な
ど
学
生
の
進
路
に

大
き
く
影
響
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
大

学
全
体
に
対
す
る
評
価
に
も
係
わ
っ
て

く
る
大
き
な
事
柄
で
あ
り
ま
す
。
従
っ

て
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
こ
れ
か
ら
益
々
の

ご
発
展
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
学
科

も
そ
れ
を
積
極
的
に
支
援
す
る
よ
う
心

が
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幸
い
に
今
迄
卒
業
生
の
奮
闘
に
よ
り
良

き
成
果
を
お
さ
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
卒
業
生
間
の
繋
が
り
を
更
に
深
め

る
た
め
に
、
組
織
の
強
化
、
地
方
支
部

の
拡
張
、
産
学
共
同
研
究
な
ど
技
術
的

応
援
も
惜
し
み
な
く
行
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
学
科
の
執

行
部
と
機
友
会
会
長
お
よ
び
機
友
会
役

員
間
に
お
け
る
懇
談
会
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
度
に
お
け
る
学
科
構

成
メ
ン
バ
ー
は
、
動
力
機
械
工
学
科
の

専
任
教
員
21
名
、
特
任
教
員
２
名
、
技

術
職
員
４
名
、
特
任
技
術
職
員
２
名
、

事
務
職
員
２
名
。
学
生
の
毎
年
入
学
定

員
は
180
名
。
３
ク
ラ
ス
編
成
。
第
二
工

機
械
工
学
科
の
専
任
教
員
３
名
、
特
任

技
術
職
員
１
名
。
学
生
の
毎
年
入
学
定

員
60
名
で
あ
り
ま
す
。
縁
あ
っ
て
こ
の

所
帯
が
あ
る
ゆ
え
、
教
職
員
も
学
生
も

そ
の
き
ず
な
を
更
に
深
め
な
が
ら
、
新

世
紀
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
く

思
い
ま
す
。

学
科
現
況
紹
介

動
力
機
械
工
学
科
主
任
教
授

林
　
守
仁

第
二
工
機
械
工
学
科
主
任
教
授

新エンジン火入れ式












